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砂埃に輝く草原、雲の乳房の下で、実存は機械的に歩んでいる。私は糞のように転がされて、撒き餌のごとく地に放たれる肉片。脂肪や筋やゼラチン状の内臓、そぼろに崩れた細胞、要素の断片。体液は臓器もろとも気化する。皮膚に残った肌色が波打ち際の白い花のように震えながら発酵している。角皮の記憶は腐蝕性、大量の微細な穴を開き、生温かい空気を吐く。歴史として折りたたまれる表象に、見える世界は曖昧になってしまった。私の見るものに意味はなく、感覚が救うはずの存在意義を思考が疑う。鉱物的な塩の一粒、擦れ合い、また放散するその震えは、起こされた現象を反芻する。植物のアルカロイドが私に卵の夢を視させる。朝焼けに従い続けるシステマティックな永遠の生命機械。私とあなたの夢は放射性物質に払われて、明かしえぬ共同体は沈黙の重さに崩壊する。虹に見えたのは道に滲むオイルの色彩だった。排水溝の傍らで見ている虹色のノイズ。人間の産卵地帯、夢想を排卵するマルピーギ管、全体に張り巡らせたゴムチューブ、腐敗した油脂がイメージ欠乏症を前世紀に追い立てる。黄ばんだ痰がどぶさらいのヘドロと甘酸っぱい法規に従う、氾濫するイメージの共有。けたたましい観念に警告音を含有した笑い声は、恐怖を蓄積しながら絶望に喜びを投影する機構となる。概念の色を定着させる人工の色彩が、認識の不自然さを告発している。変容する事象間に存在する既知点が相似のマクロに置き換わる。微視の思弁、分類や体系は、過剰な複製と模倣をする存続性にすら、創造性なるものを付与した。切断し挿入し上書きし、速度に従う種子はモデル生物となっていく。言い得ることの全ては過去のアレンジメントに過ぎず、そのアレンジメントの一部となって言うしかないのだと、無意識的な模倣者と共犯者たちは言い続け、希望を愛する狭い海で口を開けて、増殖不能な人間の理想を咥えようと待ち構えている。射精される幼さは内部へのベクトルによって加圧され、積み重なった死骸と腐敗の層になって地層を構成する。














口内の唾液腺から排出され続ける肉の錆は、飽和状態になった抽象と意味論、置換可能な物語、転写された現象を私に移殖する。奴の食道から喉を通りぬけ、胃液ごと孵化して増殖する私は、蛞蝓の夢の横断、細胞の分裂が意志らしきものを抱え込む。どこかに絶対的なものがあることを信じた夢想の、夢幻の横断、鋳型の希望。奴は膨れ上がって膿の吹き出す皮膚組織を手でこね回している。充満している私の内部の虫たちのひしめき。湧き立つ肉の重力に負けた内臓は垂れ流され、身体は溶解する。パステルカラー、カスタードクリーム状の蛋白質、青、桃、黄、緑の構造色を持っていた廃油のホログラムに似た、湿った土の匂いが混ざったような甘い香り。地面に広がって溶解した奴は、境界を設ける相関性に縋り、混沌の秩序に対抗している。私は散光する細胞融合のリズムを刻む。肥溜め化したノスタルジー。黙示録に記された大洪水の後に残った懸濁物。裏返った肉塊の皮が泡立って呼吸する。酸化熱の振動によって塩基配列は変わり、ホモキラルの属性はブラフマーを抱く。破裂を引き起こす血液のぬめり、飛び散る卵や内臓に、過去の脂が虹色で炸裂する。個別の識別子を持たないまま群生する虫の交響曲が、息遣いのリズムで概念量のエラーを起こし、イントロンは融通無礙な境界を刻んでいく。明るい曇り空、陽の湿り気を含んだ風に私は、瞳に映る太陽を結びつける。流動性へと還元される奴の身体と、私の孵化器。





記憶のファシズムは肉体に侵攻する。始めて産まれたものは質の如何を問わず、型通りに生産される人間のために整合性によって人間だと認識される。言われえぬ感覚が感覚として現象する前に、組み換え可能なコードが、視点も見方も類推する。多様性が同じ点へと差分的に収縮して、確定的要素のみが配給される。受動性を強いる暴力は沈黙したまま野放しにされている。飛散した言葉の間に入り込む私に対し、食細胞はこれを劣性の現象と判断する。模倣する意味や時制がない場所にいきたいという願いに、ゴルジ体のコンテクストは感応し、象徴で扱われ始める。シュルレアリストたちが夢みた自動現象は擬似乱数に成り果てた。形態素のアルゴリズム空間は微小管を備えて人間へと生成し、形態に接続された自動翻訳装置はミラーニューロンを活性化させていた。空間に滲む皺だらけの大きな手は、大気と砂に擦り合わされている。擦り合う手は繋ぎ合って導く、表象の磔台へ。自動的な権力で育てられる意味が、生命を共有し続ける感覚の果てにある殲滅を詠う。ベクトルが入り乱れるメッシュに輝く点も、種のスキームも、計り知れない数量に膨張する。現象に終わりはなく、放射は放屁の攪拌、白い花。波打ち際の蛞蝓。メタンガスは枷を付けられて低空を彷徨う。生命のパフォーマンスを分散し統計へと戯曲化する。唸る翅の振動は物質を発散する。分子の反射に眩む光視症の煌めきは、重力と反比例する空間へ視点を散逸させていく。流行病の感染症が発現したステップは過去が無いまま動く、そして、動き続ける荒野の境界。大量に構成されてある人間は私の死を標本とする。諦念は鉱物の結晶になる。今尚、その周りで循環している結晶化を望む重力からお逃げ。偶然の手綱を執る星のように、宙空の素粒子が戦慄く結合の場所まで。














意味を着飾った集団行為の無次元数に操られて、自在性のないまま踊られている行列。細胞分裂や遺伝子の転写行動と言語的な構造の類似が推測され、幾度と無く歩まれた歴史を持つ道が私を取り囲む。混成する複雑性の間で、褐色と白く斑らな樹々が虚ろいに脚を広げ、過剰と欠陥を懐胎する。巨大な生成装置の偶然性。連なって産まれるものは生理現象に従うことをやめず、虚ろう穴の奥深くで観念の模倣が行為される。表象に浮かんでくる粘膜は形而下で蓄積されて澱み、無数の汚物の排出口から、値踏みされた琥珀状の吐瀉物が溢れる。視線は不可侵の条約を痰と膿で結んだ。寄生体が求める流動食。細胞性粘菌の自食機能によって全体性が痙攣し、変形する。酸と混ざって食道までの満潮、畜産工場で洗浄される油脂、排出から吊るされた肉片は臨界染色のプロセスに閉ざされる。鞣されて機能を失う皮下組織。液晶にはアルゴリズムを反映した人間の夢が投影される。謀られた分裂の精神も、自然の混沌が咲き乱れるシステムを身体に踏襲する。胃も尿道も肛門もカテーテルに繋がれた存在の必要条件。繋がれている管内に不規則な螺旋状の繊毛運動。ボルボックスは古巣の内部で、無数の卵のような糞便性の糞便である形状を伴った八量体。排泄した腐植土の熱源がレチキュレーションを誘発する。細胞の温度を感知したメッシュ構造は噴出孔になり、至るところを超限数に為らしめる。意識の果ての焼け焦げた性海。回遊する反復的な肉体の感染症。有糸分裂の模倣をしているヴィルスのざわめきが、神の御言葉を人間に転写している。受容体に支配される精神は、磔台から決して戻れないことを知る。





ネットワークの集合体と等式の鎖に繋がれたヴィルスは、空間の縮小を悟らせぬように、世界の多様化を演じている。憂鬱を讃える実存をエンジンと化してスピンする現代の二倍体。オリジナルはサイクルを脱け出せず、サイクルの複製を刻まれて、感覚を形骸化し、表現を稀薄化する。根を失った知性と再生産の奔流は真核生物としてのサイクルへと逆流していく。変化の鉱床である身体の言葉に対する二項対立から、物質の表面的な時間が発症する。物質として捉えられた人間への類推的な投射が、分裂の速度を上げ、情報の増大は遠心分離のさなかで、飢餓を沈殿させる。ユートピアを描く自由意志は、把持不可の合法則性に諭されて、現象の諸要素から発した偶然性を神の代理母として復活させた。対象を比較する相関性を付与して、奴は観念に納めようとする。感情は消耗品となり、価値の内部で交換され続ける代替物となる。奴の手は蜥蜴の尾のように何度も生え変わり、繁雑する交配の終末の呻き声を聴きながら、偶有性の迷宮を築いて棲まう。零れ落ちていく黒い星屑。漂う水溶性の塵芥。滞留に屯ろう旋回。パントクラトールに群がる蠕虫を射精する神の名は、欲望という。














私は、魂が私の脳内にだけ実在する存在であるということを大地へ、または人間へと投射せざるを得なかった。私の感情、私の想い、私の行動、私の肉体、私の記憶、私の未来。相対性を持つ言葉が朧なりにも存在し、規定しえて、かつ思考の実像として表せるのなら、私は未だ内側に閉じ込められている。詩によって獲得されるのは私ではなく、新しい形質、新しい形態、生命体。魂は私を外側から包む細胞気質。歯舌で削られて消化される。詩が経験を食べていたこと。食べられた存在が破壊されたこと。いつかの肉片の言葉から、現象の抽出によって変化するミューズの糞の記憶。奴はこんな私の投射を嫌ったため記憶に変わってしまった。神の愛は単独では存在しえず、その瞬間にだけ愛してると記憶から現象している。血液つき錆つき泥つき糞つきの乳臭い穴が私を呑み込もうとしているが、開かれた穴は五感を忘れた肛門であった。聖なる者どもが人間の数倍の糞尿を空から垂れ流している。あらゆる食餌が、肉体の破片が、口や目や分泌管や性器や体表から溢れ落ちて、糞に生成されている。混ざる鮮血に融解したセルロースの甘ったるい腐りかけの匂い。糞の失敗作を転がすしか可能では無い私というものは、衰退していく太陽の細胞に向かっていき、首を掲げる幼い口へと放り込まれる。私は噛み砕かれて、アナロジーの檻から脱け出すだろう。遅延する生命の尊厳性などは事象から分節し、求心的な抽象性を分散させて、最速地点でオルガネラは変容し、魂と呼ばれる糞を撒き散らす。復活や再生、犠牲や美徳から、命ぜられる増殖の欲望から逃れ、一度きりの糞の放出に開かれてあれ。
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